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2002-2007年 流通・JA・行政、多様なGAPが日本国内で作られていく 

2006年11月 日本GAP協会 設立 

   設立の目的①：日本の業界標準のGAPを構築すること 

   設立の目的②：世界に通用する日本の本格的なGAPを創り、
    普及すること 

2007年11月 JGAPの第三者認証制度がスタート 

2008年10月 日本GAP協会 基本方針および行動目標 策定 

2010年4月 農水省「GAPの共通基盤に関するガイドライン」が発表 

2010年6月 JGAP青果物2010を発表。農水省ガイドラインに対応 

2010年7月 JGAP認証の消費者向け表示を開始 

2011年8月 JGAP基準に放射能対策が追加される 

2013年5月 「JGAPと他のGAPとの同等性認証」の制度がスタート 

2013年7月 JGAP英語版の発表／JGAP取組宣言制度の開始 

2015年1月  一般財団法人日本GAP協会、NPO法人アジアGAP総合研究所の 

        ２法人体制に発展 

日本の標準GAPを目指すJGAPのあゆみ 
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JGAPの考え方 



 
 

信頼性の高い    
生産管理体制    

企業の理念に 
もとづく独自の基準 

農場独自の 
技術力 

JA（地域）の 
特徴・歴史 

プライベート 
ブランド 

農場の 
ブランド 

JAの名前 
地域ブランド 

消費者向け 
農産物ブランド 

農産物ブランド 
の特徴 

共通で実現 
実践すべきこと 

• JGAPマークは、農産物ブランドではありません。そのようには設計も
普及活動もしておりません。 

• 農産物ブランドは、事業者の方々が作るものです。 
• 皆さんの農産物ブランドで、農場由来の食品事故を出さないために

利用される基準・認証制度（産地管理の仕組み）がJGAPです。 

JGAPと農産物ブランドの位置付け 



JGAP 青果物 2010 目次 

A. 農場運営と販売管理                                

１．農場運営 

２．計画と記録 

３．販売管理とトレーサビリティ 

C. 環境保全型農業                                      

９． 水の保全 

１０．土壌の保全 

１１．周辺地への配慮 

１２．廃棄物の適切な処理と削減 

１３．エネルギーの節約 

１４．環境保全への意識と生物多 

  様性への配慮 

B. 食の安全                                               

４.  土・水・種苗の管理 

５.  肥料の管理 

６.  農薬の管理 

７．収穫・運搬にかかわる衛生 

 管理 

８．農産物取扱い 

D. 労働安全                

１５．作業者の安全 

 

27項目 

72項目 

20項目 

19項目 

合計138項目 



JGAPの2つの取り組み方 

取り組み方 ① 
＜個別導入・個別認証＞ 
一つの農業経営体の 
品質管理体制がJGAP 
に適合しているかを審査
する。 

＜取り組み方 ② 団体導入・団体認証＞ 
JA生産部会などの団体で、農場と団体事務局が分担
して農場管理の仕事を“効率的”に実施。 
 
「GAPの産地リーダー（団体の品質管理の要）」を中
心に団体の品質管理体制を整え、団体としてJGAPに
適合しているかを審査する。 

JGAP 

JAなど団体事務局 

団体として品質管理 
の仕組みを作る 

GAPの産地リーダー 

農家ごとにバラバラの 
品質管理では、 
良い産地とは言えない。 



7 

JGAP基準書 

JGAPは全ての基準書がオープン 
であり、無料で提供されています。 

 ※基準書のみならず詳細な運用 
 の規則や各種の補足説明など、 
 制度に関係する基本的な情報は、 
 全てHP上に開示されています。 
 
日本国内では、認証制度を前提 
としたGAPとしてはJGAPがナン 
バーワンのラインナップです。 
 
海外と比較しても、本格的なGAP 
認証制度として必要なものは全て 
そろっています。 
 
英語版・中国語版もあります。 
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JGAP英語版と中国語版 

JGAP 
中国語版 
 

JGAP 
英語版 
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JGAPとGLOBALG.A.P.のつながり 

JGAP認証農場は、必要に応じて 
GLOBALG.A.P.認証を容易に取ることができます。 



JGAPとGLOBALG.A.P.と米国FDA-GAPの違い 

9割が重複 

JGAP特有 1割 GLOBALG.A.P.特有 1割 

米国FDA-GAP特有 1割 

どのGAPが優れて
いるかを比較する
のはナンセンス。

どこの誰に何を売る
のかによって、どの
GAPの認証を取る
べきか判断するの
が一般的。

GAPを作った人、想
定している農業現
場、重視する価値
観、それらが異なれ
ばGAPも異なる。 
例えば、米国FDA-
GAPでは食品安全
だけですが、
GLOBALG.A.P.や
JGAPでは環境保全
も求められます。

食品安全部分
のみの比較


